
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２３８０４

基盤研究(C)

2013～2011

文法形態素習得難易度における「注意」の役割

The role of Attention in the 'Acquisition Orders'

５０４４０５９０研究者番号：

横田　秀樹（Yokota, Hideki）

静岡文化芸術大学・人文・社会学部・教授

研究期間：

２３５２０７１６

平成 年 月 日現在２６   ６ １９

円       600,000 、（間接経費） 円       180,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、文法形態素習得において「注意」は、意識的・無意識的に関わらず何に向きや
すく何に向きにくいのか、またその中でも何が優先されるのかを明らかにしようとした。結果として、統語範疇の中で
も、普遍的要素は意識的に注意を向けなくても最初からほぼ完全に習得できるが、言語によってパラメタ―の設定値が
異なる要素に関しては、誤って第一言語の値を当てはめようとするため誤りが起こる。しかし、習得のためには後に徐
々に修正していく（意識的に注意を向ける）必要があることが示された。この結果は、the Feature Reassembly Hypot
hesis (Lardiere, 2009)を支持するものである。

研究成果の概要（英文）：This study reports on what Japanese learners of English (JLE) direct their attenti
on to consciously or subconsciously. I discuss that universal constraints operate in early JLEs interlangu
age grammars (they need not pay attention to them consciously), and that they 'subconsciously' transfer L1
 setting for parameterized constraints in L2, Accordingly the wrong settings require gradual correction (t
he learners need to turn attention to them consciously). The results are broadly consistent with the Featu
re Reassembly Hypothesis (Lardiere, 2009).  

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
文法形態素習得難易度の存在は広く認め

られるところではあるが、その決定要因に関
する説は Goldschneider & Dekeyser/G&D 
(2005)が有力とされながらも、その説明には
「予測力」がなく(Brown 2001)、そのメカニ
ズムの解明とまでは言い難いものであった。
また同時に、G&D(2005)は、Luk& Shirai 
(2009)が指摘するように「転移」が考慮に入
れられていない点も問題であった。したがっ
て、本研究では、転移を含めて決定要因を見
直すこととした。さらに、Dulay, Burt & 
Krashen (1982) において習得順序（難易度）
が示されている wh 疑問文の助動詞 do の習
得にも注目した。 
以上の背景を踏まえ、Syntactic category

に点を当てて調査を行った。加えて、形態素
の習得順序は明示的指導によって変えるこ
とはできないということが指摘されている
が、文法項目すべてがそうだと言えるのかも
併せて検討した。 

 
２．研究の目的 
本研究は、文法形態素習得難易度の決定要

因を詳しく分析すること、また習得順序を明
示的指導によって変えることができる可能
性についても同時に調査することを目的と
した。G&D(2005)では５つの決定要因を挙げ
ていたが、上述したように「予測力」の欠如
と転移を考慮に入れていない点で問題があ
る。そこで、本研究では、日本人英語学習者
にとっては（正の）転移が含まれるとされる
所有格-'s、さらには統語範疇と音韻のレベル
に分けて考えることができる wh 疑問文の助
動詞 do をターゲットとした。 
「気づく」とは、学習者は何に気づきやす

いのか、また気づきにくいのか、そして、そ
のような差が出るのは何が原因かを特定す
るために、Syntactic category およびその周
辺との関連を中心として実験・調査を行った。 
 
３．研究の方法 
 主に大学生を対象として、誘出タスクおよ
び文法性判断タスクを用いて、調査を行った。 
 
４．研究成果 
英語を第二言語（外国語）として学ぶ場合、

学習者の母語や教室での指導の有無に関わ
らず、文法形態素の習得にはおおよその順序
があることが観察されているが、日本語母語
話者の場合、英語の所有格-'s は習得が比較
的容易であるという傾向が見られる。そして、
その要因として日本語の所有格–の（例：ジ
ョンの本）からの英語-'s への転移（例：
John’s book）が指摘されている（寺内 1994; 
Luk & Shirai 2009）。しかし、本来言語学的
には、日本語と英語の所有格の統語構造は異
なると考えられている（ Bošković 2002, 
2008; Chomsky 1994）。本研究の実験および
調査結果から、日本語母語話者である実験参

加者の多くは、英語の所有格の統語構造を利
用できているわけではなく、むしろ日本語の
所有格の統語構造を英語に当てはめて使っ
ているだけであり、本当の意味での英語ネイ
ティブ・スピーカーと同じ文法を習得してい
るとは言えないことが示された。例えば以下
の(1)の日本語は許容できるが、(2)の英語は
日文法的である。 
 

(1)  このジョンの本（は面白い） 
(2) *this John’s book 
 
しかし、日本語母語話者の実験参加者は(2)
のような文を誘出タスクにおいても産出し、
文法性判断においても許容することが分か
った。 
したがって、日本語母語話者にとって英語

の所有格-'s の習得は、先行研究で言われて
いるほど容易ではないことが示唆される。そ
して同時に、日本人英語学習者が英語の所有
格の習得が容易である理由として提案され
ていた日本語からの「正の転移」による説明
も、表面的な事象を説明しているにすぎず、
今回の統語面も含めたデータを考慮に入れ
るとむしろ日本語の所有格の統語構造を英
語に当てはめる「負の転移」が働いていると
も考えられる。つまり、表面的に似ているこ
とで英語の真の構造を習得する妨げとなっ
ているとも言える。さらに、この結果は、自
然産出データのみに基づく文法形態素習得
研究に以下の問題を提起することになる。つ
まり「文法形態素習得順序（難易度）」は、
何をもって「習得」とすべきかという問題で
ある。それを問い直すには、形態素習得順序
（難易度）の研究において、言語の表面的な
音だけでなく統語構造面も考慮に入れ、自然
産出のデータの観察だけではなく文法性判
断や誘出タスクなどを利用して再検証する
必要がある。 
指導面に関しては、所有格の以下の５つの

タイプの指導を行った。 
 

a. [生物’sタイプ]  
Her brother’s name is Jack.  

b. [father-in-low タイプ]  
This is my father-in-law’s house.     

c. [無生物 of タイプ]  
The roof of his house is red.  

d. [限定詞タイプ]  
This book of Tom’s is interesting.  

e. [省略タイプ]  
He is staying at my uncle’s (house).  
 

その結果、その明示的指導の効果は、短期的
には概ねすべてのタイプに効果があり、長期
的には dと eには効果があるが、他のタイプ
は効果が持続しないことがわかった。 
次に、wh 疑問文の助動詞の習得に関してで

あるが、 Dulay, Burt & Krashen (1982) 
pp.128-130 で観察された順序では do の習得



が困難であることが示されている。理論上、
wh 疑問文の do は、PF（音韻部門）で行われ
る形態的操作であることが主張されており
（e.g., Chomsky 1999; Radford 2004）、さ
らに、第二言語習得研究分野では、形態素と
音韻間のインターフェイスが難しく、シンタ
クスと意味のインターフェイスは比較的簡
単であることが指摘されている（Goad & 
White 2004, 2006; White 2009 他）。以上の
ことから、同じ wh 疑問文でも、do が必要な
もの(3)と、他の助動詞(例:will)を使ったも
の(4)の習得を比較調査した。 
 

(3）  What did you eat? 
(4)   What song will you sing? 
 
結果として、do を挿入する必要がある wh 疑
問文の方が圧倒的に困難であることが示さ
れた。 
 さらに、指導面においては、wh 疑問文には、
以下の４つの操作を指導する必要がある。①
wh 語を文頭に置くこと、② wh-object 
question に は do-support が 必 要 、 ③
wh-subject question に do-support は不要、
④wh-pied-piping(随伴)が必要 (例：Whose 
book)。 
 
(5) wh-object question 
    e.g. What do you like  ? 
        ①  
         ②do-support 
                 
(6) wh-subject question 
    e.g. Who   bought the diamond? 
               ③ 
 
(7) wh-pied-piping question 
    e.g. Whose book did you read   ?  
        ④   
                  do-support 
 
これらの明示的指導の結果、②に効果が見ら
れたが、③には効果がなかった。一方で、①
と④は指導の有無が関係しないことがわか
った。 
 本研究をまとめると、文法形態素習得にお
いて「注意」は、意識的・無意識的に関わら
ず何に向きやすく何に向きにくいのか、また
その中でも何が優先されるのかを明らかに
しようとしたが、結果として、統語範疇の中
でも、普遍的要素は意識的に注意を向けなく
ても最初からほぼ完全に習得できるが、言語
によってパラメタ―の設定値が異なる要素
に関しては、誤って第一言語の値を当てはめ
ようとするため、誤りが起こる。しかし、習
得のためには後に徐々に修正していく（意識
的に注意を向ける）必要があることが示され
た。この結果は、概ね the Feature Reassembly 
Hypothesis (Lardiere, 2009)を支持するも
のである。 
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